
  ２０１３年度・２０１４年度全国壮年会連合奨学金委員会活動計画 

 

≪活動方針≫ 

下記規程・運営規則・覚書に基づいた活動を諸教会、全国壮年会連合、日本バプテスト連盟理事会、西南学院

大学神学部等との協働によって行う。 

全国壮年会連合・連盟理事会との「覚書」 ２００８年９月２日締結 
「日本バプテスト連盟全国壮年会連合 
奨学金制度に関する規程」（略称：全国壮年会奨学金規程） 

２０１１年８月２６日改定 

「日本バプテスト連盟全国壮年会連合奨学金委員会 運営規則」 ２０００年９月１６日発効 
「連盟加盟の教会、および連盟関係諸機関について」 ２００６年８月２５日施行 

 

１．基本活動計画 

① 全国壮年会奨学金規程の所管事項第６条（１）～（３）による活動 

＊ 業務計画・予算案・業務報告書・決算書を全国壮年会連合役員会（以下、役員会）へ提案・提出する。 

＊ 貸与額・返還条件に関する基本方針を策定し､役員会へ提案する。 

② 同規程の所管事項第６条（４）～（５）による活動 

＊ 奨学生の募集、選考、貸与額・返還条件を決定する。 

＊ 返還状況を確認し、遅滞者に督促する 

③ 同規程の所管事項第３条２号、５条２号による活動 

＊ この制度の運営に関する年度の業務報告等を、役員会を経由し連盟理事会に報告する。 

＊ 連盟理事会、西南学院大学神学部との協働を明確にして、活動を行う。 

④ 貸与奨学金返還遅延者に関しては、連盟理事会、推薦教会と緊密に連携し対応する。 

⑤ 2011 年度壮年会連合役員会委嘱によるワーキングチームからの答申を受け、受託後10 年間の評価をしつつ

奨学金制度の課題について連盟理事会との協働により解決を図る。 

   ⑥連盟定期総会で決議された「神学校献金の使途拡充の件」に伴う「連合立等神学校奨学金」について、連盟理

事会からの受託業務に関しては、第４８回全国壮年大会の議を経て対応する。 

２．奨学金委員会構成メンバー及び委員会の開催・出席 

① 構成メンバーと職務（委員の任期 ２０１３年４月１日－２０１５年３月３１日） 

氏 名 職 務 所管する事項 

伊東 信吉 委員長 委員会の招集・議長、全国壮年会連合役員会への報告のまとめ、 

連盟・諸教会・西南学院大学神学部・全国壮年会連合との調整 

奨学生の募集・選考にかかわる調整 

原田 陽一 返還業務 奨学金返還管理、遅滞者に督促等および推薦教会との交渉、 

壮年会連合奨学金規程改定検討担当 

鈴木 一弘 広報 諸教会・神学校・バプテスト連盟から資料入手、 

神学校献金の推進状況把握、これら情報の伝達 

篠田 裕俊 記録・渉外 奨学金返還状況把握、会議記録 

山本 長邦 会計 財務（奨学金会計の収支管理及び神学校献金財務状況の管理） 

貸与者返還金額の記録、管理 

連盟宛財務報告書の作成 

鳥飼 好男  連盟理事会関連全般 

天野 有  西南学院大学神学部全般 

＜委員会陪席＞壮年会連合事務所職員 

 

② 委員会開催  

第１回：２０１３年 ４月 ６日(土) 第２回：２０１３年１１月１６日(土) ２０１３年度 

第３回：２０１４年 ２月１５日(土)  

第１回：２０１４年 ４月 ６日(土) 第２回：２０１４年１１月  日（土） ２０１４年度 

第３回：２０１５年 ２月  日(土)  



 

③ 壮年会連合役員会との合同会出席 

２０１３年度 第１回：２０１３年 ６月１５日(土) 第２回：２０１４年 ３月１日(土) 

２０１４年度 第１回：２０１４年 ６月  日(土) 第２回：２０１５年 ３月 日(土) 

 

④ 代表者等会議出席 

２０１３年度 ２０１３年５月１８日 (土) 

２０１４年度 ２０１４年５月  日(金) ～   日(土) 

 

⑤ 西南学院大学神学部学生等との面談 

第１回：２０１３年 ４月 ３日(水) ２０１３年度新入生との面談 

第２回：２０１３年１０月１９日(土)未定 ２０１４年度編入学予定者との面談等 

２０１３年度 

宣研主催新任牧師・主事研修会： 

２０１４年２月  日(月)～３月 日(金) 

連盟との協働による壮年会連合の取組

み事項「伝道者養成の業」を通して壮年

会連合の働きをアピール 

第１回：２０１４年 ４月  日(月) 予定 ２０１４年度新入生との面談 

第２回：２０１４年１０月  日(土) 予定 ２０１５年度編入学予定者との面談等 

２０１４年度 

宣研主催新任牧師・主事研修会： 

２０１５年２月  日(月)～３月 日(金) 

                 （予定） 

連盟との協働による壮年会連合の取組

み事項「伝道者養成の業」を通して壮年

会連合の働きをアピール 

 

３．２０１３年度貸与奨学金 

 

①�２０１３年度貸与奨学金状況（奨学金貸与者と貸与奨学金額） 

 貸与数 奨学金貸与者 （ ）内は推薦教会 

博士後期２年次 ０名  

博士後期１年次 ０名  

博士前期２年次 ６名 小野祏基（相模中央）、竹田進一（福岡新生）、村田悦（札幌） 

西脇慎一（長崎）、石渡伴子（洋光台）、城 俊幸※(西戸崎) 

大
学
院 

博士前期１年次 ３名 杉山望（所沢）、田宮宏介（福岡国際）、小林大記(常盤台) 

専攻科 ０名  

４年次 ６名 大野裕昭(仙台）、國分美生（市川八幡）マルサン（浦和）、 

川端恵実（神戸）、河端真理子（福岡新生）、泉選也（野方） 

３年次 ４名 福久織江※(函館)、青木紋子※(南光台)、米本裕見子※(南名古屋) 

藤方玲衣※(港南めぐみ) 

２年次 ０名  

学
部 

１年次 ０名  

選科３年次 ０名  

選科２年次 ０名  

選科１年次 １名 吉田尚志※(盛岡) 

特別研修生(聴講生) ０名  

合 計 ２０名  

※奨学金貸与初年度・神学生数：６名（内 大学院１名、学部４名、選科１名） 

 

＜奨学金貸与額＞ 

奨学金の種類 貸与奨学金額（合計） 

１種奨学金：校納金（授業料＋施設費）対応 １５，３４４，０００円 

２種奨学金：生活費支援 ６，９６０，０００円 

総  計 ２２，３０４，０００円 



② ２０１４年度貸与奨学金予想額（２０１３年度奨学金貸与者を参考に以下の通り予測） 

 貸与者   

博士前期２年次 ３名   
院 

博士前期１年次 ７名   

専攻科 １名 ＜奨学金貸与予測額＞  

４年次 ４名 ・１種奨学金：校納金 １６，９７２，０００円 

３年次 ６名 ・２種奨学金：生活費支援 ８，２８０，０００円 学
部 

１,２年次 ０名  合 計 ２５，２５２，０００円 

選科１～３年次 １名   

合 計 ２２名   

 

４．貸与奨学金返還についての取り組み 

① 返還金予測額 

２０１３年度 ３，０００，０００円 

２０１４年度 ３，０００，０００円 

 
②返還滞留者 

２０１３年４月の状況 
滞留状況 

人数 未返還額 

卒後１０年以上経過 返還未完了※ ５名 ６，３５６，３８０円 

卒後５年以上返還未開始 ３名 ６，８００，０００円 

※ 奨学金規程第１４条３項による返還開始時期猶予の適用を受けた者を除く 

 

上記時点の未返還金額を２０１３年度の指標として以下を留意し返還業務を進める・ 

＊ 新たな発生を防ぐため重点管理をして行く。 

＊ 連盟理事会との協働による（旧）規程対象者へのフォローを確実に行う。 

＊ 新たな発生を防ぐため返還計画書の提出を神学部卒業生全員に対し求めているが、返還に対し自

覚を促すためにフォローを徹底する。 

＊ 多様な機会を利用し、対象者と可能な限り面談の時を持つよう努める。 

＊ 神学生推薦教会との緊密な関係を保つよう努める。 

＊ 赴任先の定かでない卒業生に対し奨学金委員会との音信を絶やさないように、該当者に対し生活

状況の報告を求める。 

 

５．２０１３年度奨学金委員会活動日程 

・西南学院神学部始業礼拝・奨学金委員面談 ２０１３年４月３日（水） 伊東・篠田 

・第１回奨学金委員会 ４月６日（土）  

・代表者会議 ５月１８日（土）  

・第１回役員・奨学金委員合同会 ６月１５日（土）  

・神学校週間 ６月２３日（日）～３０日（日）  

・第４８回全国壮年大会・総会（福岡） ８月２３日（金）～２４日（土）  

――２０１４年度奨学金申請締め切り Ⅰ ―― ９月３０日（月）  

・西南学院神学部2014年度編入転部生との面談 １０月１９日（土）  

・第２回奨学金委員会 １１月１６日（土）  

――２０１４年度奨学金申請締め切り Ⅱ ―― ２０１４年１月３１日（金）  

・第３回奨学金委員会 ２月１５日（土）  

・第２回役員・奨学金委員合同会 ３月１日（土） 1月から変更 

    

以 上 


